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電話リレーサービスに係る要望について 

 
 時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
 日頃より、私どもろう者の福祉向上に、格別のご高配を賜り、厚く御礼申し

上げます。 
 「聴覚障害者等による電話の利用の円滑化に関する法律」の成立に際して

は、ひとかたならぬご尽力を賜り、心から感謝申し上げます。 
 きこえない・きこえにくい人にとって、「電話をかけられない・受けること

ができない」という長年の障壁が、電話リレーサービス制度の公的な制度導入

によって、解消への道が拓けたことに大きな喜びを感じています。 
 しかしながら、この開始にあたり、改善すべき課題や不安点が山積となって

います。 
 私たちを含めすべての国民が安心、安全に電話リレーサービスを利用するこ

とができるよう、以下の通り、要望したくお願い申し上げます。 
 

記 
 
１．電話リレーサービスの手話オペレーターの資質や倫理性を保証するものと

して、手話通訳士、手話通訳者全国統一試験合格者を基礎資格とし、オペ

レーターの養成研修は当事者団体や全国手話通訳問題研究会、日本手話通

訳士協会、全国聴覚障害者情報提供施設協議会、全国手話研修センター等

の意見や協力の元、実施してください。 
 
〈説明〉 

 きこえない・きこえにくい人の人権や命を守る手話オペレーターは当事

者（きこえない・きこえにくい人ときこえる人）同士の会話の際、手話言

語から音声言語及び音声言語から手話言語に通訳をするにあたり、 
①手話言語と音声言語の間の言語通訳において意味が正確に伝わるよう

にすること 
②画面上で電話リレーサービスを実施するため、通常の対面通訳以上に

通信特有の専門的な技術や知識を要すること 



③きこえない人の命や人権に関わることがあること 
 以上の要件に対応出来るスキルをもったオペレーターを確保するため、

手話通訳士、手話通訳者全国統一試験合格者を基礎資格とし、オペレータ

ーの養成研修は当事者団体、全国手話通訳問題研究会、日本手話通訳士協

会、聴覚障害者情報提供施設、全国手話研修センター等による養成、研修

への協力が必要と考えます。 
 

２．電話リレーサービス業務を今まで担ってきた聴覚障害者情報提供施設のこ

れからの位置づけや扱いについて、総務省及び厚生労働省と私たち当事者

が共に協議をする場を設け、聴覚障害者情報提供施設のこれまでの実績や

ノウハウを活用できるよう、事業継続及びそれに付随する新規事業を協議

してください。 
〈説明〉 

 2017 年度より厚生労働省等の補助にて、聴覚障害者情報提供施設が電話

リレーサービス業務を担い、各地域で異なる手話言語に対応出来る仕組み

を構築し、きこえない・きこえにくい人の生活を十分に把握し適切な通訳

を実施してまいりました。 
 しかしながら、電話リレーサービスの公的な導入にあたり、今まで設備

整備や人材配置や研修など進めていた聴覚障害者情報提供施設の扱いが不

明確です。 
 今後の方針に基づく新たな制度での聴覚障害者情報提供施設の位置づけ

を明確に示し、これまでのノウハウや聴覚障害者情報提供施設の特性を活

かした新たな枠組みを構築するために、総務省及び厚生労働省と私たち当

事者が共に協議をすることが必要と考えます。 
 

以上 
 




